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B-4 野揮浩､ 波多野将明､大木恵美子 (カオスおもちゃ工房)
複雑系応用ネコじゃらし一夕マのおともだち一
B-5 斉藤朝輝 (理研)
到達不可能な手続き
B-6 中川尚子 (茨城大理)
タンパク質内部へのエネルギー蓄積とマクロな揺らぎ
B-7 安富歩 (名大情報文化)
貨弊と知識
B-8 福島敦史 (日大量子理工)
GenomelnformaticsorBacteria-StatisticalAnalysュs-
B-9 佐野雅己 (東北大通研)
自己複製する化学反応ネットワークの設計論
(取 り消し)
B-10 早瀬友美乃 (お茶大人間文化)
反応拡散系にみられる複雑な時空間パターン
6月18日(金)
10:00-12‥00 Turing各セッションからの討論内容報告十質疑応答
13:30-15:00 全体討論
15:00 解散
備考
Turingセッション世話人一覧 (*印はセッション代表者)
Machineセッション:*山本､山口､橋本､笹井
patternセッション:*金子､西浦､四方､中川､田崎
Tcstセッション:*池上､谷､多賀､郡司､安富､津田
世話人一覧 (#印は世話人代表責任者)‥
池上高志､金子邦彦､郡司幸夫､笹井理生､多賀厳太郎､田崎秀一､谷淳､#津田一郎､
中川尚子､西浦廉政､橋本敬､安富歩､山口明宏､山本知事､四方哲也
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｢複雑系6｣
生物のモデルを作るという立場では､連続な場の中での反応を仮定するのがチュ-リングパター
ンの研究になり,操作的に記述しようとする研究がチュ-リングマシーンの研究になる｡ 他方､そ
の生物の中の生命らしさ自体は語りえぬものであるので､外の知性による相互作用によって生命
を"象り出す "研究がチューリングテストの研究になったと考えられる｡
｢計算｣という見方はチュ-リング以後変化したかというと,ほとんどの場合われわれはチュ-
リングの設定した古典的計算論の枠組みを出る思考をしていない｡最近,実数上の計算論なども出
てきたが,これも発想そのものが古典的計算論の枠組みの内部でのことであり､実数や無限を陽に
あるいは陰に使った議論ではない｡この枠組みを打ち破るためには,ダイナミックスやプロセスそ
のものに意味を見出すような計算概念を作る必要があろう｡ われわれが複雑系研究においてカオ
ス力学系､大自由度力学系､ゲーム力学の動的挙動に意味を見出そうとしてきたのもこのような意
図が背景にあったからである｡ここで二つの方法がとられている｡ひとつは,チュ-リングマシー
ンを力学系の相空間に埋め込むこと､もうひとつは力学系をマシーンに埋め込むことである｡ こ
のとき,双曲型力学系の埋め込みに関してはほとんど解決済みであるが､非双曲型力学系に関して
は手付かずである｡
生命理解においては意味を見つける (関係を見つける)ということが必要であるが,チュ-リン
グパターンのような興奮性と抑制性の相互作用からなる化学反応の研究だけでは､そこに生命的
な意味を発見することは難しい｡これは実は脳研究が抱える困難な問題と根は同じで､神経細胞
の発火そのものに元来意味は乗っていないが､われわれはその意味を見出さない限り脳システム
の機能について何も言及できないのである｡では､このときどうするのか｡これこそがチューリ
ングテストが提起した問題である｡われわれの一人は,この観点から脳の認知的な実験の形式化を
行い,操作のデザインが脳が表す意味であることを示そうとしている｡また,他の人は熱力学的形
式に類似の意味を見出している｡このときパターンの豊富な研究が個々のパターンに生命的な意
味を見出せるという意味で役に立つであろう｡ 化学物質の濃度のようなマクロな量が遺伝子より
も発生にとってクリティカルであるという報告も最近でてきており､大自由度力学系を基盤にし
た生命論の物質的基礎も明らかにされつつある｡
(津田一郎 ･池上高志)
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